第８１回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　平成２３年１１月１１（金）午後６時～
２．開催場所　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総員　　　７名
出席委員数    　５名

　　　出席委員氏名　　　清水　義一

荻生　昌平

千野慎一郎

保坂　典子
               井上　純代
欠席委員氏名　　　長島　玲美

勝又　康充

放送事業者　　　佐藤　恭平、諏訪部和雄
　　　　　　

４．議　　題
平成２３年１１月７日（水）１９：３０～２０：００　放送。

番組名　「堀江淳のファインミュージックアワー」
毎週水曜日の１９：３０～２０時００分まで放送。
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　　審議委員の皆様、お忙しいなかご出席頂きありがとうございます。今回は第81回の番組審議会になります。本日ご審議頂きますのは１０月からの新番組で、毎週水曜日１９時３０分～２０時に放送している番組「堀江淳のファインミュージックアワー」です。この番組は、８０年代に「メモリーグラス」と云う曲を大ヒットさせた元アイドルでシンガーソングライターの「堀江淳」さんがパーソナリティとして音楽仲間をゲストに迎え、その方の大ヒットした曲や当時のお話を伺うトークバラエティ番組です。

本日は委員5名出席、2名が欠席です。過半数を満たしておりますので本日の番組審議会は成立しております。ご審議の程宜しくお願いいたします。

（会社側：佐藤）　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
（会社側：佐藤）　それでは、清水委員長、ご審議の程よろしくお願いいたします。

（清水委員長）　　それでは千野さんからお願いします。

（千野委員）　　　この方はあまり知らないのですが、話の内容や番組中流れていた曲は８０年代の感じは受けました。しかし第1ステージ、第２ステージ、第３ステージと切り替わる時のトークの繋がりが無く気になった。サテライトスタジオでやっているのか拍手があったりして状況がわからず、２人だけのトークでも良かった感じがしました。最初トーク時のＢＧＭがかなり気になりましたが、後半は抑え気味で気にならなくなりました。ゲストが歌うオリジナル曲が見直されたということですが、歌っている女性が誰なのか、また前回のゲストとの繋がりなどがよくわかりませんでした。しかし当時の堀江さんや曲を知る人が聴けば楽しめるのではないか。全国２２局で放送されているということなのですが、初めて聴いたので今回はコメントが難しいと思いました。

（清水委員長）　　つぎに保坂さんお願いします。
（保坂委員）　　　全国２２局で放送されている番組ということで、いつも聴いているコーストエフエムの番組とは違って、乗りが軽いというか少し雰囲気が違うなという感じを受けました。初めて聴いたので番組スタートのテンションが凄く高くて、それに自分が合わせていくのに時間が掛かりました。曲をライブで歌うのはＣＤなどとは違った感じがして良いと思います。前週のゲストのコメントが最初にあって、その前にはその方のコメントみたいなことが言われていましたが、終わった後で直ぐに違うトピックに移ってしまったので、繋がりが不思議な感じがしました。

（清水委員長）　　続いて井上さんお願いします。

（井上委員）　　　堀江淳さんのヒット曲「メモリーグラス」を聴いたとき、そういえばこんな曲があったなという感じはしました。番組中の曲は全く知らないし、堀江淳さんやゲストのＨ２Ｏも記憶にありませんので何とも言い様がないのですが、８０年代これらの　　　　　　　　　曲を聴いていた方、Ｈ２Ｏああそういえばあったねという昔ファンだった方々にとっては、今は地方で地道にコンサートをしていること。都会ではなく地方にもこんな音楽シーンがあることを伝える意味では良いのかなという気がしました。確かに乗りが軽いなと感じましたが、それが本当に若い人の不快感になっていないのは、年齢が５０前後で言葉使いがある程度保たれているのではないかと思いました。

（清水委員長）　　荻生さんお願いします。

（荻生委員）　　　おそらく２０人程度の人達の前でスタジオライブをしていると思いますが、視覚的なものがないとよく分かりにくいところがある。目の前に人がいて喋っている人の顔の動きとかがよく見えていて、この話を聴けば流れがよく分かるかもしれない。音声だけで判断するのは難しい。話の乗りが軽いのはそんなところにあるのではないか。内々の話になっていてそれが少しもこちらに伝わって来ない、聴く側が疎外感を感じる。このようなラジオ番組は聴く人を交えて、聴く人に向かっていなければならない。自分達だけのライブ枠の中でトークや音楽があるのではなく、その前に多くの観客がいてその観客に向かって話し掛けたり、巻き込んでいかないと番組は難しいと思います。曲自体は非常に面白いと思いました。トークよりももっと曲を聴いてみたいという気がする。堀江淳さん、Ｈ２Ｏの中沢さんなどを知らない人が多いのではないか。年代が８０年代で３０年も昔になってしまうと本当に難しい。現在に生きている３０年前に活躍した人達が今こういう風に生きている。現代と過去の物が上手に混ざると良いのではないか。

　　　　　　　　　この番組は、過去に人気を博した方をもう一度掘り起こし、現代に繋げていく番組として作っているのですか。

　　　（会社側：佐藤）　そうですね。８０年代のアイドルと言われた方たちをゲストに迎え、音楽を中心としたトークバラエティ番組です。

　　　（荻生委員）　　　パーソナリティの堀江淳さんが先導して、何かを訴えながら進めた方が良いのではないか。何となく内々の雑談で終わってしまうところに弱いところがありますね。

（清水委員長）　　最初のギター曲が大変良かったが、皆さんと同じように話の内容が軽すぎてインパクトが薄い。少し話が横道にそれますが東北の震災で金子みすずの詩がラジオ、テレビなどで流れました。（『こだまでしょうか』）

　　　　　　　　　仙台のＣＦＭ局では、彼女の詩を朗読して大変な人気となり全国配信していると聞いた。私もカーラジオで聴きました。彼女の　　　　　　　　　詩にはインパクト、説得力がある。

話しは元に戻りますが、この番組のトークの中にもインパクトがある言葉が欲しかった感じがあります。

（荻生委員）　　　パーソナリティの堀江淳さんはただ音楽を聴かせるだけでなく、ひとつ何か印象を与えることが大事だと思います。

　　　（清水委員長）　　ご意見ありがとうございます。今年はこれが最後の番組審議会です。次回は来年１月の開催となります。

　　　

（会社側：佐藤）　ありがとうございました。　　　

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２４年１月１３日（金）午後６時より行う予定です。
様式６－２








